
提

出

者

原

陽

子

平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

三

二

号

「
水
余
り
」
と
「
水
資
源
開
発
促
進
法
」
お
よ
び
「
水
資
源
開
発
公
団
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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「
水
余
り
」
と
「
水
資
源
開
発
促
進
法
」
お
よ
び
「
水
資
源
開
発
公
団
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

水
資
源
開
発
促
進
法
（
以
下
、
促
進
法
）
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
、
水
資
源
開
発
公
団
（
以
下
、
公
団
）
の
設
置
法
で
あ
る

水
資
源
開
発
公
団
法
と
セ
ッ
ト
で
成
立
し
て
以
来
、
四
十
年
が
経
過
し
て
い
る
。
促
進
法
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
が
「
広

域
的
な
用
水
対
策
を
緊
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
」
場
合
に
水
資
源
開
発
水
系
七
つ
を
指
定
し
、
水
系
ご
と
に
「
水
資
源
開

発
基
本
計
画
」
を
定
め
、
公
団
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
ダ
ム
開
発
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
質
は
、
国
土
交
通
省
が
建
設
事
業
な
ど
を
担
当
し
、
公
団
は
財
政
投
融
資
な
ど
か
ら
資
金
を
得
て
、
受
益
者
で
あ
る
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
代
わ
っ
て
先
行
投
資
し
、
受
益
が
発
生
し
た
時
点
で
、
償
還
さ
せ
る
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
長
期
を
経
て
完
成
し
た
ダ
ム
、
例
え
ば
、
木
曽
川
水
系
の
長
良
川
河
口
堰
な
ど
、
受
益
が
発
生
し
た
時
点
で
す

で
に
受
益
者
が
消
滅
し
、
い
わ
ゆ
る
「
水
余
り
」
状
態
と
な
り
、
地
方
公
共
団
体
が
当
初
の
受
益
予
定
者
に
代
わ
っ
て
、
償
還

を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
事
態
も
起
き
て
い
る
。

よ
っ
て
以
下
、
質
問
す
る
。

一

木
曽
川
水
系
に
二
つ
の
公
団
ダ
ム
を
有
す
る
長
野
県
で
は
「
脱
ダ
ム
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
、

独
自
の
公
共
事
業
改
革
方
針
に
よ
り
大
規
模
ダ
ム
の
新
規
着
工
を
凍
結
し
た
。
促
進
法
に
よ
る
指
定
水
域
に
お
い
て
も
、
全

一



国
的
に
見
て
も
、
水
資
源
開
発
に
つ
い
て
は
、
促
進
法
が
想
定
し
た
よ
う
な
「
広
域
的
に
用
水
対
策
が
緊
急
」
の
必
要
性
が

お
お
む
ね
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

二

こ
の
法
律
で
「
水
系
の
指
定
」
は
第
三
条
に
よ
り
可
能
で
あ
る
が
、
「
水
系
の
解
除
」
の
規
定
が
な
い
。
解
除
の
規
定
が

制
定
時
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

三

全
国
七
つ
の
水
系
で
は
「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
利
根
川
・
荒
川

水
系
、
豊
川
水
系
、
木
曽
川
水
系
、
淀
川
水
系
、
吉
野
川
水
系
、
筑
後
川
水
系
の
す
べ
て
の
水
系
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

始
ま
る
は
ず
の
「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
が
未
だ
に
決
定
し
て
い
な
い
と
聞
く
が
事
実
か
。
事
実
だ
と
す
る
と
、
決
定
さ

れ
て
い
な
い
理
由
は
な
ぜ
か
。
七
つ
の
水
系
に
つ
い
て
理
由
を
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
挙
げ
ら
れ
た
い
。

四

こ
れ
ま
で
は
「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
促
進
法
に
基
づ
き
、
関
係
自
治
体
や
省
庁
が
文
書
照
会

な
ど
に
よ
っ
て
秘
密
裏
に
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
協
議
に
も
透
明
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
政
府
は

認
識
し
て
い
る
か
。

五

平
成
十
二
年
度
ま
で
に
立
て
ら
れ
た
「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
平
成
十
三
年
以
降
も
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
需
要
予
測
が
現
実
と
乖
離
し
、
新
た
な
需
要
が
減
り
、
需
要
と
供
給
が
均
衡
状
態
に
な

二



り
、
緊
急
な
供
給
不
足
も
認
め
ら
れ
な
い
と
理
解
す
る
が
、
そ
の
理
解
に
不
都
合
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
明
確
に
理
由

を
述
べ
よ
。

六

新
た
な
「
水
資
源
開
発
基
本
計
画
」
を
緊
急
に
定
め
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
「
広
域
的
な
用
水
対
策
を
緊

急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
は
言
え
ず
、
こ
の
法
律
自
体
の
主
な
必
要
性
は
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


